
経営技術

経営診断が「きっかけ」で儲かる
肉用牛肥育経営を実践

―宮崎陽輔さん、舞さんの肉用牛肥育経営―
（公社）佐賀県畜産協会 辻 秀 史

はじめに

佐賀県畜産協会（以下、協会）が経営支援

を行っている宮崎牧場は、佐賀県唐津市に位

置しています。当地域は唐津市と玄海町にま

たがる「上場地域」と呼ばれ、標高１００～２００

mの波状卓上台地です。

唐津市は佐賀県の北西部に位置し、対馬海

流の影響を受けて冬季は比較的温暖で、平均

気温は１６℃前後で、降水量は年間約１８００mm

程度です。農畜産物の生産や観光が有名な地

域です。

国の特別名勝「虹の松原」や特別史跡「名

護屋城」、ユネスコ無形文化遺産に登録され

た「唐津くんち」など観光資源に恵まれてお
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り、毎年、多くの観光客が訪れます。

唐津市と玄海町を範囲とする唐津農業協同

組合（以下、JAからつ）は、温暖な気候を

生かして農畜産業が盛んで、平成３０年度の肥

育牛販売頭数は８９９９頭、販売額は９９億９０００万

円で、畜産部門は全体の４８．７％を占め、佐賀

牛やそのもととなる子牛生産が盛んであり、

佐賀県の農畜産物のトップブランドである

「佐賀牛」生産の拠点となっています。耕種

部門でも、全国一位のハウスみかんをはじ

め、イチゴ、タマネギの生産が多くなってい

ます。

管内には、肥育素牛の安定供給のために

JAのキャトルステーションが整備されてお

り、良質な子牛生産に取り組んでいます。

経営・技術の特色

（１）経営診断による経営改善への取り組み

平成１２年に陽輔さんは就農し、父より畜産

に関する仕事や部会活動など全てを任された

ため、何事も一から勉強することとなりまし

た。

平成２２年に経営移譲を受けましたが、肥育

牛の規模拡大や肥育成績が芳しくなかったた

め、翌年 JAの勧めにより協会の経営診断を

受診することとなりました。

陽輔さんは経営診断結果を見て、「経営内

容を数字で見て衝撃を受けた。意識を変えざ

るを得なかった」と後日言っておられます。

経営を数字で把握することの大切さを実感

し、経営内容の至る所に所得のロスがあるこ

とが散見され、経営管理がうまくいっていな

いと痛感したのです。

そこで、１日当たり増加額をアップするた

めに、死亡事故頭数を減らすことと肥育成

績、特に増体量と枝肉重量のバラツキの改善

に取り組むこととしました。

また、協会では、畜産農家の意欲向上と飼

養管理技術や経営内容の改善などを経営診断

の成果として考え、担当者を固定して継続的

に対応することで農家との信頼関係の構築を

図るとともに、PDCAサイクルの考え方を

取り入れました。

経営診断については、分析結果はグラフ等

を工夫して「見える化」を図り、助言につい

ては、「課題と対策」のシンプルなものにし

て、農家が取り組みやすく、費用がかから

ず、改善効果が高く、優先順位が高いものに

絞り込むなど工夫しました。改善効果を高め

るために、ボトルネックをなくす、得手・不

得手を把握し良好な部分を選択し増やすなど

のポイントを重視しました。

（２）飼養管理に適した肥育素牛の導入

肥育素牛の選定については、JAからつや

協会とともに自らの肥育成績のデータ分析に

取り組み、宮崎牧場の飼養管理に最も適した

肥育素牛の産地や血統、発育状態を集計分析

し、その結果をもとに導入することを指導し

ました。

同時に、素牛の目利き上達のため、導入し

た素牛ごとに「出荷時の肥育牛」の外見、体

型、肉質などをイメージすることで、どの程

度の肥育成績になるかを想定するとともに、
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出荷時の肥育成績がどうであったかを、継続

的に比較検討しました。

現在、予想どおりの肥育成績になった牛が

７割、予想以上が２割、予想を下回る牛が１

割程度となっており、「徐々に素牛の目利き

が利くようになってきた」と感じておられま

す。

素牛の導入先については、飼養管理に適し

た価格面も有利である鹿児島県の離島を開拓

しました。

（３）従業員が一体となり肥育成績の向上に

取り組む

経営診断により、肥育牛の死亡事故による

収入のロスや収入に結びつかない経費ロスを

実感されたため、死亡事故対策として、毎

晩、深夜１時に牛舎を巡回し、肥育牛に異常

がないかチェックしています。

肥育成績の向上に向け従業員との定期的な

試食会の開催や、枝肉共励会等での入賞牛の

肉質の確認など、日頃の作業は何のために

行っているかの情報共有に努めています。

また、毎日１０時と３時の休憩時間を「お茶

年次 作目構成 飼養頭数 飼料作付
面積 経営・活動の内容

昭和４５年 ミカン
肥育牛 肥育牛１頭 ・ミカン経営（徐々に縮小）

・ホルスヌレ子１頭から肥育牛飼養開始

平成１２年 肥育専業 黒毛３００頭 ・後継者として就農（２０歳）
・家族経営協定の締結

１５～１６年 肥育専業 黒毛６００頭 ・牛舎増築
・もと牛導入先を宮崎県から鹿児島県に変更

１９年 肥育専業 黒毛７５０頭 ・牛肉の輸出開始（香港）

２２年 肥育専業 黒毛７５０頭 ・経営移譲

２３年 肥育専業 黒毛７５０頭

・経営診断を受診
・新しい配合飼料試験を開始
・稲WCSを開始
・宮崎牧場で小学生の食育活動を開始

２５年 肥育専業 黒毛７１０頭 ・青年部会研修会に、経営分析を取り込む

３０年 肥育専業 黒毛７１０頭

牧草５２０a
稲WCS
１，６００a
稲わら収集
６，０００a

・佐賀牛の販売促進活動としてタイで佐賀牛指定店認証式に参
加（JAからつ肥育牛部会）
・青年部の部会長に就任

令和元年 肥育専業 黒毛７２０頭 ・株式会社 佐賀牛宮崎牧場を設立（８月）

（表１）経営・活動の推移
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の時間」とし、従業員とコミニュケーション

を図り、飼料給与量の調整、飼養管理の進捗

状況や肥育牛の状態、前日の出荷牛の枝肉成

績などについての情報共有を図っています。

これらの取り組みにより、異常牛の早期発

見、早期治療が実践でき、肥育牛の死亡事故

頭数は平成２２年に２２頭（事故率３．１％）だっ

たものが、平成３０年は９頭（同１．２％）に減

少しました。

同様に、平成３０年の肥育成績は、平成２２年

と比較すると、導入体重は小さくなっていま

すが、出荷体重が９６．９kg 増え７０９．８kg へ、

枝肉重量が７４．７kg 増え４６０．６kg へ増加しま

した。肥育牛を理解し、飼料給与量の適正化

を図ったことにより、肉質も４・５率が８３％と

２倍になりました。肥育成績は、令和元年も

経
営
の
概
要

労働時間（畜産）
家族・構成員 ６，４９５時間

雇用・従業員 １２，２４０時間

〈労働従事人数（家族・構成員）〉 ４人

〈労働日数／１人（家族・構成員）〉 ２１７日

労働力員数（畜産・２０００hr
換算）

家族・構成員 ３．２人

雇用・従業員 ６．１人

肥育牛平均飼養頭数

肉用種 ７２０．４頭

交雑種 頭

乳用種 頭

年間肥育牛販売頭数

肉用種 ４２２頭

交雑種 ０頭

乳用種 ０頭

所得率 ７．２％

生

産

性

肥
育
（
品
種
・
肥
育
タ
イ
プ
）

（
黒
毛
和
種
種
雌
若
齢
）

肥育開始時
日齢 ２６６日

体重 ２４３．５kg

販売肥育牛１頭当
たり

出荷日齢 ８７６日

出荷時生体重 ７０９．８kg

平均肥育日数 ６１０日

販売肥育牛１頭１日当たり増体重（DG） ０．７７kg

対常時頭数事故率 １．２％

販売肥育牛１頭当たり販売価格 １，２５０，８５４円

販売肥育牛生体１kg当たり販売価格 １，７６２円

枝肉１kg当たり販売価格 ２，６５０円

肉質等級４以上格付率※ ８３．０％

もと牛１頭当たり導入価格 ７３２，５２４円

（表２）経営実績
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さらに向上しています。

肥育成績の向上は、販売金額の増加につな

がりました。

（４）肥育牛部会が一体で増体量向上に取り

組む

平成１８年以降の配合飼料価格や輸入粗飼料

価格の高騰、高止まりの対応として、JAか

らつ肥育牛部会では、独自の配合飼料を作り

上げることとしました。

部会員である肥育農家が自ら飼料給与試験

を行い、平成２３年から肥育農家での飼料給与

を開始し、定期的に血液検査の実施と肥育成

績の分析を行い、その結果により飼料給与量

などが適正であるかを検証し、飼料給与体系

に反映させることで、地域独自の配合飼料と

飼料給与体系を確立しました。

陽輔さんも肥育牛部会の役員として新しい

配合飼料の飼料給与試験に参加し、部会員の

意見調整に努めました。

平成２３年に、青年部は共通の勉強テーマと

して、年２回、青年部会員の牛舎環境や肥育

牛の状態を観察する現地巡回を実施しまし

た。

自分が経験した経営分析を青年部仲間にも

広めたいと考え、平成２５年からは、現地巡回

とともに畜産協会で分析した部会員個々の肥

育成績について全員による検討を始め、地域

としての肥育成績の改善に取り組みました。

現地巡回を繰り返すことにより、牛舎構

造、飼料給与方法や素畜選定などにも忌憚の

ない意見を出し合い、それぞれの農家の飼養

管理の工夫など情報交換を行い、切磋琢磨す

ることとなったのです。

現在、青年部の肥育成績は、主体となる和

牛雌の若齢肥育で枝肉重量は４５５．６kg と県平

均を１２㎏ほど上回っています。また死亡事故

率も１％と基準の範囲内となっています。

肥育牛舎内は清潔な敷料で牛へのストレスを軽減
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（５）肥育成績を向上させた取り組み

まず、肥育素牛の導入時にワクチン接種、

駆虫剤投与、ビタミンA補給を実施してい

ます。

次に、肥育前期は４～８頭に群分けを行

い、粗飼料を１日に３～４回に小分けして給

与するとともに、飼槽にはスタンチョンまた

は仕切り棒で区分することで飼料摂取量のバ

ラツキを減らし、個体の強弱による発育のバ

ラツキを最小限にとどめています。

導入して７ヵ月目に、２～３頭の仕上げ舎

に移動しますが、肥育牛の相性を見て群分け

を行い、群飼によるストレスの低減を図って

います。なお、仕上げ舎は、肥育牛１頭当た

りの牛床面積を８㎡確保しています。

（６）コスト削減への取り組み

増頭によるスケールメリットを生かした購

入飼料費の節減に努め、平成２３年からは、稲

ワラの収集や、牧草ラップサイレージの調

達、稲WCSの増産により、天候の条件に

よっては、ヘイキューブのみを購入し、乾草

の購入をゼロにすることができるようになり

ました。

また、敷料にはオガクズを５０％、地元のラ

イスセンターから無料で調達するモミガラを

３０％、完全発酵させたリサイクル堆肥を２０％

混合して利用するといった工夫をしていま

す。

素畜費の低減を加えると、推定で出荷牛１

頭当たり１２万円以上のコストの削減が図られ

ています。

（７）関連会社を通し枝肉成果をフィード

バック

極力、枝肉セリに立会し購買者と意見交換

タイのレストランでの佐賀牛指定店認証式

青年部での現地巡回 オープンに意見交換
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することで、購買者から高い評価を受ける意

見を飼養管理にフィードバックしています。

また、陽輔さんの父が設立した「有限会社

愛郷ファーム」で、毎月、当経営から出荷し

た２頭以上のロース芯などの面積、脂肪交

雑、肉付きや肉色、きめ・しまりなどの肉

質、モモの部分の脂肪交雑（モモ抜け）など

を確認し、枝肉に異常がないか、飼養管理が

適正だったかなどを確認できる体制が構築さ

れています。このため、購買者には BMSナ

ンバー以上の評価を受けているようです。

（８）牛肉輸出で魅力のある肥育経営を目指

す

陽輔さんは、平成１９年から年間２５頭程を輸

出用に出荷しており、さらに増加させたいと

考えています。また、佐賀県農林水産物等輸

出促進協議会活動の一環として、香港やタ

イ、マレーシア、台湾など東南アジア諸国へ

の現地視察、販売促進活動にも積極的に参加

し、海外のニーズも満たせるような肥育牛生

産を目指しています。平成３０年度は、タイで

佐賀牛指定店認証式に肥育牛部会員として参

加し、海外の消費者や購買者と交流を図り、

新しい肥育経営の在り方を構築しています。

陽輔さんは、「肥育農家が生産した牛肉を、

自ら出向いて国内外の購買者や消費者と交流

し、PRすることも大切ではないか」、「オー

ル佐賀、さらにはオール日本で、若い肥育農

家の仲間とともに、牛肉輸出、海外への販路

拡大にもとりくんでいきたい」と考えていま

す。

耕畜連携の活動

稲ワラ収集、稲WCS生産、牧草（ラップ）

の生産面積を増やすことで、耕作放棄地対策

に尽力されています。生産に当たっては、自

給飼料専用パートを雇用し自家産の堆肥を供

給し耕畜連携に努めています。

さらに、佐賀平野でも稲ワラ収集や稲

WCSを調達し、地域資源を有効に活用して

います。

今後は、稲WCSを肥育後期にも給与する

計画であり、佐賀平野でのニーズも高いこと

から、さらに調達量を増やしていきたいと考

えています。

おわりに

宮崎牧場では、平成２３年から毎年、地元の

打上小学校の１～２年生を牧場に招いて、食

育活動を実施しています。

また、家族労働力４名と常雇２名、パート

７名を雇用されていますが、「みんなが働き

たいと思うような会社を作り、地元の若者に

働く場所を提供したい」と考え、さらに将来

の規模拡大を見据え従業員を確保しやすい状

況を目指して、令和元年８月には「株式会社

佐賀牛宮崎牧場」を設立されました。

陽輔さんは、「将来は、肥育牛を１０００頭、

２０００頭と増頭するとともに、国内外の消費者

と交流し、仲間とともに佐賀牛ブランドの向

上に努めたい」と話されました。

（筆者：（公社）佐賀県畜産協会
畜産経営支援部経営支援課長）
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行政の窓行政の窓

CSF（豚コレラ）終息に向けた
今後の対策について

農林水産省消費・安全局動物衛生課

CSFに関する （抜粋）

動画はこちらから
ご覧ください

▼

令和元年９月５日、農林水産省豚コレラ防疫対策本部におい

て、「豚コレラ終息に向けた今後の対策」が決定されました。

具体的には、（１）野生イノシシ対策（捕獲等の強化、経口

ワクチン散布等）、（２）感染経路遮断対策（衛生管理の向上等）、

（３）ワクチン接種、（４）水際検疫体制の強化（検疫探知犬

の増頭等）などを行うとともに、動画等を活用した情報発信を

強化します。

Ｑ．CSF とは、どんな病気ですか？
Ａ．CSF は、CSF ウイルスが豚やイノシシに感染することで起こる病気です。伝染力が強

く、家畜伝染病に指定されています。CSFに感染した豚が発生した農場では、飼養さ
れている豚等を対象に防疫措置を行います。

Ｑ．CSF にかかった豚の肉は、市場に流通しますか？
Ａ．法律に基づき、豚肉は全て検査に合格したものだけが流通することになっています。検

査でCSFであると確認された肉や内臓などについては、市場に流通することはありま
せん。

Ｑ．今回使用するCSFワクチンを接種した豚の肉を食べた場合、人の健康に影響はありま
すか？

Ａ．CSF ワクチンを接種した豚の肉を食べても、人の健康に影響はありません。

にはこちらからアクセスできます ▼
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畜産経営の発展を図るためには、記帳に基づく経営管理の一層の
改善および合理化が求められます。本書は、好評を博した平成
15年版以降改訂を重ね、今般大幅な見直しを行った改訂版で、
各種奨励金・補てん金、肉用牛免税等優遇税制や共済金・共済
掛金等の経理処理といった最新の事業制度にも対応。畜産経営
者・経営指導者必携の一冊です。

【主な内容】
第１章 青色申告の制度：第１節　青色申告とは、第２節　青

色申告のできる者、第３節　青色申告の特典、第４節　
青色申告の手続き、第５節　備え付けるべき帳簿類、第
６節　消費税の概要

第２章 畜産経営の簿記記帳実務：第１節　簿記記帳の基礎知
識、第２節　記帳から決算までの流れと仕組み、第３節
　勘定科目、第４節　単式簿記から複式簿記への切り
替え法、第５節　留意すべき期中の取引

第３章 決算と確定申告：第１節　決算整理、第２節　決算書
の活用、第３節　青色申告決算書の作成、第４節　確
定申告の作成、第５節　消費税申告書の作成

第４章 事業継承と法人化の税務：第１節　事業継承の税務、
第２節　法人化の税務

参考資料 確定申告書Ｂ記入例、勘定科目一覧表（参考例）、肉用
牛売却所得の課税の特例措置について

図書のご案内
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畜産データボックス畜産データボックス

（公社）中央畜産会 道 源 由 紀

畜産クラスターに係る全国実態調査結果について
―肉用牛肥育経営編―

はじめに

先月号では平成３０年度畜産・酪農収益力強

化整備事業等対策事業のうち、畜産クラス

ターに係る全国調査実態調査の結果の中か

ら、肉用牛繁殖経営について報告しました。

今月号は肉用牛肥育経営に焦点を当て、家

族労働力１人当たり所得階層別の比較を行い

ました。平成３０年度の調査結果は、中央畜産

会ホームページ（http://jlia.lin.gr.jp/cluster/）

に掲載しています。

調査の概要

平成２９年１～１２月の間に期首を迎えた事例

を対象に、全国の３７戸の肉用牛肥育経営（主

に黒毛和種去勢肥育）で調査を実施しました。

家族労働力１人当たりの所得の高い順から、

所得階層を上位２０％グループ（以下、上位）、

中位６０％グループ（以下、中位）、下位２０％

グループ（以下、下位）と分け、差が顕著と

なる上位と下位で比較しました。

１．調査結果の特徴

家族労働力１人当たりの年間経常所得は、

上位が１６６３万２千円であるのに対し、下位は

マイナス８８４万７千円であり約２５００万円以上

の差がありました。家族労働力１人当たり年

間経常所得は、肥育牛１頭当たり年間経常所

得×労働力１人当たり肥育牛飼養頭数で表せ

ることから、それぞれの項目を見てみると、

・肥育牛１頭当たり年間経常所得は、上位が

２０万３千円であるのに対し、下位はマイナ

ス６万４千円であり２６万７千円の差があっ

た。

・労働力１人当たり肥育牛飼養頭数は、上位

が６５．９頭であるのに対し、下位は７６．０頭と

約１０頭上位で少なかった。

このことから、家族労働力１人当たり所得

の差は、肥育牛１頭当たり年間経常所得が上

位で大幅に高いことにより大きな差となって

います。

２．経営の概要

表１に経営の概要を示しました。

１戸当たりの労働員数は、全体が２．５人、

上位３．４人、下位は２．２人であり、上位は下位

より１．２人多くなりました。そのうち家族員

数は上位が２．４人、下位が１．４人であり、上位

は下位より１．０人多くなりました。

肥育牛の飼養頭数は、全体が１４８．４頭、上
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位２３７．３頭、下位は１３６．４頭であり、上位は下

位に比べ１００．９頭（７４％）多くなりました。

肉用種の出荷頭数は、全体が８４．０頭、上位

１３４．４頭、下位は７８．５頭であり、上位は下位

に比べ５５．９頭（７１％）多くなりました。

３．収益性

表２に損益を示しました。

肥育牛１頭当たりの売上高は、全体が７７万

１千円、上位８３万７千円、下位は７６万３千円

であり、上位は下位に比べ７万４千円（１０％）

多くなりました。そのうち肥育牛販売収入は

全体が７６万７千円、上位８３万３千円、下位は

７６万１千円であり、上位は下位に比べ７万２

千円（９％）多くなりました。

肥育牛１頭当たり売上原価は、全体が

６９万２千円、上位６０万４千円、下位は７８

万５千円であり、上位は下位に比べ１８万

１千円（２３％）少なくなりました。当期

生産費用をみると、全体が７６万、上位７４

万９千円、下位は８０万５千円であり、上

位は下位に比べ５万６千円（７％）少な

くなりました。

生産費用のうち占める割合が最も大き

いもと畜費をみると、全体が４６万４千

円、上位４７万円、下位は４８万円であり、

上位は下位に比べ１万円（２％）少なく、

上位と下位に大きな差はみられませんで

した。

次に割合が大きい購入飼料費は、全体

が１９万５千円、上位１８万５千円、下位は

２４万３千円であり、上位は下位に比べ５

万８千円（２４％）少なく、上位と下位に大き

な差がみられませんでした。その他の費用に

ついては、上位と下位に大きな差はみられま

せんでした。肥育牛１頭当たり売上総利益

は、全体が７万９千円、上位２３万３千円、下

位はマイナス２万２千円であり、上位は下位

に比べ２５万５千円多くなりました。

肥育牛１頭当たり経常利益は、全体が２万

３千円、上位１７万２千円、下位はマイナス９

万３千円であり、下位は利益がマイナスとな

り、上位と比較して２６万５千円の差がありま

した。これは、上位が下位に比べ肥育牛販売

収入が多く、生産費用が少ないため、経常利

益の差が大きくなりました。肥育牛１頭当た

り経常所得は、全体が６万４千円、上位２０万

経営の概要 全体 下位２０％ 中位６０％ 上位２０％
集計件数 ３７ ８ ２１ ８
労
働
力

労働力員数 （人） ２．５ ２．２ ２．２ ３．４
うち家族員数 （人） １．９ １．４ １．９ ２．４

飼
養
頭
数

肥
育
牛

肉用種 （頭） １４８．４ １３６．４ １１９．１ ２３７．３
乳用種 （頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
交雑種 （頭） ０．１ ０．０ ０．１ ０．０
計 （頭） １４８．４ １３６．４ １１９．２ ２３７．３

耕
・
草
地

の
べ
面
積

個別利用自作地（ａ） ８０．５ ６７．３ ３８．１ ２０５．０
個別利用借地（ａ） １４．３ ７．５ １９．４ ７．５
共同利用地 （ａ） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
計 （ａ） ９４．８ ７４．８ ５７．５ ２１２．５

生
産
・
販
売
量

肥
育
牛

肉
用
種

去勢若齢肥育（頭） ６４．３ ７２．８ ５４．６ ８１．１
雌若齢肥育（頭） １９．６ ５．８ １２．３ ５２．９
成牛肥育（頭） ０．１ ０．０ ０．０ ０．４
小計 （頭） ８４．０ ７８．５ ６６．９ １３４．４

乳
用
種

一貫肥育（頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
若齢肥育（頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
成牛肥育（頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
小計 （頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

交
雑
種

一貫肥育（頭） ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
若齢肥育（頭） ０．３ ０．０ ０．６ ０．０
小計 （頭） ０．３ ０．０ ０．６ ０．０

合計 （頭） ８４．３ ７８．５ ６７．５ １３４．４

（表１）経営の概要
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損益（補助金を圧縮する場合）
肥育牛１頭当たり（円） 全体 下位２０％ 中位６０％ 上位２０％

集計件数 ３７ ８ ２１ ８

売
上
高

子牛販売収入 ０ ０ ０ ０
育成牛販売収入 ０ ０ ０ ０
肥育牛販売収入 ７６６，９４４ ７６１，２３９ ７４４，００２ ８３２，８７３
堆肥販売・交換収入 ４，１２１ １，７９７ ５，１２３ ３，８１３
その他 ５３ １４ ０ ２３１
計 ７７１，１１８ ７６３，０４９ ７４９，１２５ ８３６，９１７

売
上
原
価

期首飼養牛評価額 ９６５，７８６ １，０１７，６５２ ９０７，６０９ １，０６６，６３５

当
期
生
産
費
用

種付料 １３９ ０ ２４６ ０
もと畜費 ４６３，５５４ ４８０，０１５ ４５４，４７０ ４７０，９３７
購入飼料費 １９５，３４８ ２４３，４５６ １８０，８１０ １８５，４０２
自給飼料費 ７３０ ４５５ ９０７ ５４０
敷料費 ２，９５５ ２，９６８ ２，８３４ ３，２５７
労
働
費

雇用 ６，７５５ ８，０２５ ５，２０６ ９，５４８
家族 ４０，９６８ ２９，０２６ ４９，４７８ ３０，５７２
計 ４７，７２３ ３７，０５１ ５４，６８５ ４０，１２１

診療・医薬品費 ６，３４６ ６，５９５ ７，０７１ ４，１９３
電力・水道費 ５，８１９ ７，２５９ ５，５４１ ５，１０６
燃料費 ４，９２８ ５，３２５ ４，８６３ ４，７０３
減
価
償
却
費

建物・構築物 ５，５５６ ４，６８３ ６，２１４ ４，７０２
機器具・車輌 １０，０６０ ５，４８７ １１，２３７ １１，５４２
家畜 ３４０ ０ ５９９ ０
計 １５，９５６ １０，１７０ １８，０５０ １６，２４５

修繕費 ８，５７１ ８，１８７ ９，３７１ ６，８５４
小農具費 １，５５４ ２，３２３ １，６０４ ６５４
消耗諸材料費 ４，６６４ ７１５ ４，５１６ ９，０００
賃料料金その他 １，４６５ ９２８ １，６０２ １，６４２
当期生産費用合計 ７５９，７５１ ８０５，４４８ ７４６，５７０ ７４８，６５２

期中成牛振替額 ０ ０ ０ ０
期末飼養牛評価額 １，０３３，０４１ １，０３８，３６７ ９６２，９８１ １，２１１，６２１
売上原価 ６９２，４９６ ７８４，７３２ ６９１，１９９ ６０３，６６６

売上総利益 ７８，６２２ －２１，６８３ ５７，９２６ ２３３，２５１
販
売
費
・

一
般
管
理
費

販売経費 ４３，８５１ ５９，１４５ ３５，７２０ ４９，９００
共済掛金等 １０，５２２ １２，４８１ ９，７９６ １０，４７１
その他 １５，０６７ １１，８２４ １７，０９０ １２，９９８
計 ６９，４４０ ８３，４５０ ６２，６０６ ７３，３６８

営業利益 ９，１８２ －１０５，１３３ －４，６７９ １５９，８８３

営
業
外
収
益

受取利息 ４ ０ ７ ０
奨励金・補填金 ２０，６０８ ２４，６５８ １９，１３８ ２０，４１８
成牛処分益 ０ ０ ０ ０
その他 ６，１７８ ０ ８，６０６ ５，９８３
計 ２６，７９１ ２４，６５８ ２７，７５１ ２６，４０２

営
業
外
費
用

支払利息 ５，９４４ ５，３１５ ６，２８０ ５，６９０
支払地代 ３８９ ２２３ ５８５ ４０
経営安定積立金 ５，７８８ ６，５１３ ５，４０３ ６，０７６
成牛処分損 ０ ０ ０ ０
その他 ９０５ ２７２ ５８１ ２，３８８
計 １３，０２５ １２，３２２ １２，８４８ １４，１９４

経常利益 ２２，９４７ －９２，７９７ １０，２２３ １７２，０９１
経常所得 ６３，９１５ －６３，７７１ ５９，７０２ ２０２，６６３
当期償還額控除所得 １５，９６０ －７０，２１４ －１２，１０４ １７５，８００
同上償却費加算額 ３１，９１５ －６０，０４４ ５，９４６ １９２，０４５

（表２）損益（家族労働力１人当たり所得階層別）
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３千円、下位はマイナス６万４千円であり、

上位は下位と比べ２６万７千円多くなりまし

た。

４．生産技術水準

表３に収益性諸要因を示しました。

１）労働力、労働時間

労働力１人当たり肥育牛飼養頭数は、全体

が６４．３頭、上位６５．９頭、下位は７６．０頭であ

り、上位は下位に比べ１０．１頭少なくなりまし

た。肥育牛１頭当たり年間労働時間は、全体

が３６時間、上位３５時間、下位は３０時間であ

り、上位は下位と比べ５時間多く、上位は下

位に比べて労働力が多く、労働時間が長くな

りました。

雇用依存率は、全体が１４．５％、上位２０．１％、

下位は１６．１％であり、上位は下位と比べ４％

多くなりました。

２）土地利用

肥育牛１頭当たり、耕・草地のべ面積は、

全体が０．７a、上位１．３a、下位は０．５aであり、

上位は下位と比べ０．８a多くなりました。借

収益性諸要因分析（肥育主体経営） 全体 下位２０％ 中位６０％ 上位２０％
集計件数 ３７ ８ ２１ ８
家族労働力１人当たり年間経常所得 （千円） ４，０１８ －８，８４７ ４，１１３ １６，６３２
肥育牛１頭当たり年間経常所得 （円） ６３，９１５ －６３，７７１ ５９，７０２ ２０２，６６３
出荷牛１頭当たり年間経常所得 （円） １２０，９１０ －１２６，７７７ １０９，７４３ ３９７，９０９
労働力１人当たり肥育牛飼養頭数 （頭） ６４．３ ７６．０ ５９．２ ６５．９
肥育牛１頭当たり年間労働時間 （時間） ３６ ３０ ３８ ３５
肥育牛１頭当たり年間飼養管理労働時間（時間） ３２ ２８ ３４ ３３
飼料生産のべ１０ａ当たり労働時間（時間） ９ ２ １２ １１
雇用依存率 （％） １４．５ １６．１ １１．７ ２０．１
肥育牛１頭当たり耕・草地のべ面積 （ａ） ０．７ ０．５ ０．５ １．３
肥育牛１頭当たり借入地面積 （ａ） ０．１ ０．２ ０．２ ０．１
借入地依存率 （％） ８．６ ８．３ ９．６ ６．３

借入地のべ１０ａ当たり年間平均支払地代（円） １９，１１４ １４，８８０ ２４，１７４ ８，１６７
肥育牛１頭当たり野草地面積 （ａ） － － － －

所得率 （％） ８．８ －９．０ ８．１ ２８．３
売上高経常利益率 （％） ３．２ －１２．７ １．３ ２４．２

肥育牛１頭当たり販売価格 （円） １，３５２，３２２ １，３６０，３４４ １，３２７，２２５ １，４１０，１８１
肉用牛生体１kg当たり販売価格 （円） １，７９８ １，９３１ １，７３９ １，８１８
実際販売単価（枝肉出荷の場合） （円） ２，６４４ ２，９０７ ２，５７６ ２，５６０
肥育牛１頭当たり出荷時体重 （kg） ７５５ ７１３ ７６４ ７７５

もと牛１頭当たり購入価格 （円） ７５３，８４３ ８２８，１２３ ７２３，２７１ ７５９，８１５
もと牛生体１kg当たり導入価格 （円） ２，９１８ ３，０９４ ２，９２８ ２，７１３
導入時平均もと牛体重 （kg） ２７０ ２７０ ２６６ ２８０

年間肥育回転率 （回） ０．５７ ０．５７ ０．５６ ０．５９
平均肥育日数 （日） ６４０ ６４８ ６３７ ６４２
販売肥育牛１頭１日当たり増体重 （kg） ０．７６ ０．６８ ０．７８ ０．７７
対導入頭数事故率 （％） ２．３ １．８ ３．０ １．０
対常時頭数事故率 （％） １．３ １．１ １．７ ０．５

（表３）収益性諸要因分析（家族労働力１人当たり所得階層別）
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入地のべ１０a当たり年間平均支払地代は、全

体が１万９千円、上位８千円、下位は１万５

千円であり、上位は下位と比べ７千円少なく

なりました。

３）所得率

所得率は、全体が８．８％、上位２８．３％、下

位はマイナス９．０％であり、上位は下位と比

べ３７．３％多く、格差が大きくなりました。

４）生産技術

肥育牛１頭当たり販売価格は、全体が１３５

万２千円、上位１４１万円、下位は１３６万円であ

り、上位は下位と比べ５万円（３．７％）高く

なりました。肉用牛生体１㎏当たり販売価格

は、全体が約１８００円、上位約１８００円、下位は

約１９００円であり、上位は下位と比べ約１００円

（５．２％）低くなりました。

肥育牛１頭当たり出荷時体重は、全体が

７５５㎏、上位７７５㎏、下位は７１３㎏であり、上

位は下位と比べて６２㎏（８．７％）多くなりま

した。もと牛１頭当たり購入価格は、全体が

７５万４千円、上位７６万円、下位は８２万８千円

であり、上 位 は 下 位 と 比 べ６万８千 円

（８．２％）低くなりました。

年間肥育回転率は、全体が０．５７回、上位

０．５９回、下位は０．５７回であり、上位は下位と

比べ０．０２回多いが、ほぼ変わりませんでし

た。

販売肥育牛１頭１日当たり増体重は、全体

が０．７６㎏、上位０．７７㎏、下位は０．６８㎏であ

り、上位は下位と比べ０．０９㎏多くなりまし

た。

対常時頭数事故率は、全体が１．３％、上位

０．５％、下位は１．１％であり、上位は下位と比

べ０．６％少なくなりました。

上位は下位と比べ生体１㎏当たり販売価格

は低いものの、販売肥育牛１頭１日当たり増

体重が多く出荷時体重が多いため１頭当たり

の販売価格が高くなりました。

５．経営の安全性

表４に施設投資・資金借入状況を示しまし

た。

肥育牛１頭当たり施設機器具平均投資額

は、全体が８万５千円、上位５万４千円、下

位は１０万９千円であり、上位は下位と比べ５

万５千円（５０％）少なくなりました。

肥育牛１頭当たり資金借入残高は、全体が

５４万４千円、上位９５万２千円、下位は２５万４

千円であり、上位は下位と比べ６９万８千円

（３．７５倍）多くなりました。下位については、

施設投資・資金借入状況 全体 下位２０％ 中位６０％ 上位２０％
集計件数 ３７ ８ ２１ ８
肥育牛１頭当たり施設機器具平均投資額 （円） ８４，６７３ １０９，１１６ ８７，２１１ ５３，５７０
肥育牛１頭当たり資金借入残高 （円） ５４４，２８３ ２５３，６２２ ４９９，７９３ ９５１，７３３
肥育牛１頭当たり年間借入金償還負担額 （円） ４７，９５６ ６，４４３ ７１，８０６ ２６，８６３
経常所得対借入金償還額比率 （％） ８８．３ ５７．７ １２６．８ １８．０

（表４）施設投資・資金借入状況（家族労働力１人当たり所得階層別）
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経常利益がマイナスであることから、借入を

行いながら経営を成り立たせていることがう

かがえました。

肥育牛１頭当たり年間借入金償還負担額

は、全体が４万８千円、上位２万７千円、下

位は６千円であり、上位は下位と比べ２万１

千円（４．５倍）多くなりました。

経常所得対借入金償還額比率は、全体が

８８．３％、上位が１８％、下位が５７．７％であり、

上位は下位と比べ３９．７％低くなりました。

上位は借入残高が多く償還額も多いが、経

常所得が多いため、借入金償還額比率が低く

なりました。

まとめ

家族労働力１人当たり所得階層上位では、

下位に比べて次のような特徴がみられまし

た。

①肥育牛の飼養頭数が多く、生産・販売頭

数が多い、②肥育牛１頭当たりの購入飼料費

が少ない、③肥育牛１頭当たりの年間経常所

得が高い、④家族労働力１人当たり肥育牛飼

養頭数が少なく、肥育牛１頭当たり年間労働

時間が長く、肥育牛１頭当たりに手をかけて

いる。

一方、収益性諸要因分析では、①もと牛１

頭当たり購入価格が低く、肥育牛１頭当たり

の販売価格が高い、②販売肥育牛１頭１日当

たり増体重が大きく、肥育牛１頭当たりの出

荷時体重も大きい。

これらの点を整理すると、上位は、家族労

働力１人当たり飼養頭数は少ないものの、肥

育牛１頭当たり年間経常所得が高いことか

ら、家族労働力１人当たり年間経常所得が高

くなっていることが分かります。

肥育牛１頭当たり年間経常所得が高い要因

を検討すると、肥育牛１頭当たり売上高が高

く、売上原価が低いことが要因となっていま

すが、さらに詳しくみると、上位は、生体１

kg当たり販売価格は安いが、１頭当たり出

荷時体重が多いため、肥育牛１頭当たり販売

価格が高くなりました。

また、上位は、１頭１日当たり増体重が多

いことが出荷時の体重が多いことにつながっ

ていることがうかがえました。一方、生産費

用についてみると、上位は、肥育牛１頭当た

りの購入飼料費が少なく、もと畜費が若干低

いことから、売上原価が低くなっており、コ

ストが抑えられています。

これらのことから、上位は、飼養管理を丁

寧にすることなどにより、１日当たり増体重

が多く、出荷時の体重も多くしていると考え

られます。そして、もと牛の選定の段階にお

いて体重が多く発育良好の牛を選定している

ことがうかがえました。

今回の調査結果を経営状況、損益、収益性

等の目安として、また、経営改善のための参

考として活用いただきたいと思います。最後

に、調査にご協力いただいた道府県畜産協会

の皆さまに厚くお礼申し上げます。

（筆者：（公社）中央畜産会経営支援部
（支援・調査）技師）
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（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※ 算出の区域 肉用牛１頭当たりの

標準的販売価格
肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※

北海道 １，１６８，８４６円 １，１９６，３３６円 ２０，７４１．０円 石川県 １，４０７，２６０円 １，２１７，５４０円 －
青森県 １，１７５，４３８円 １，１６１，６８２円 － 福井県 １，３９９，１５１円 １，２２３，４２３円 －
岩手県

（日本短角種を除く） １，１６４，４６０円 １，１８３，５７０円 １３，１９９．０円
愛知県 １，１６０，２７６円 １，１６６，５６５円 １６６０．１円
鳥取県 １，２１８，３８０円 １，２０６，７２５円 －

岩手県
（日本短角種） ６８３，６６３円 ７３８，８６７円 ４５，６８３．９円

島根県 １，１２９，２６８円 １，２０４，７０１円 ６３，８８９．７円
岡山県 １，２０１，６８６円 １，１８９，８３０円 －

宮城県 １，２１３，０２８円 １，２００，８２８円 － 広島県 １，１７６，３００円 １，２１０，７０２円 ２６，９６１．８円
秋田県 １，１４８，３２０円 １，１６４，２３１円 １０，３１９．９円 山口県 １，１５６，９４６円 １，２１１，５４１円 ４５，１３５．５円
福島県 １，１８７，８９９円 １，２１６，８３８円 ２２，０４５．１円 香川県 １，２８０，３５８円 １，１９５，１７９円 －
茨城県 １，１９１，９８８円 １，２１７，０１３円 １８，５２２．５円 愛媛県 １，１８０，０７６円 １，１７７，６９５円 －
栃木県 １，１９９，５５８円 １，１９２，９１５円 － 福岡県 １，１６１，５２４円 １，２２２，７４５円 ５１，０９８．９円
群馬県 １，１８５，９３６円 １，１６７，４２９円 － 佐賀県 １，１８５，７１６円 １，２２９，０３５円 ３４，９８７．１円
埼玉県 １，１８２，６６４円 １，１８７，０８４円 － 長崎県 １，１４７，３７６円 １，２１９，４６３円 ６０，８７８．３円
千葉県 １，１９６，２３５円 １，２０８，８４０円 ７，３４４．５円 熊本県 １，１５７，７６２円 １，１６８，６９８円 ５，８４２．４円
神奈川県 １，１９８，４９３円 １，１１９，１８２円 － 大分県 １，１８４，２６４円 １，２２９，２４０円 ３６，４７８．４円
山梨県 １，１７３，６１１円 １，２０４，２９４円 ２３，６１４．７円 宮崎県 １，２４８，３７６円 １，２２４，６４６円 －
長野県 １，１９８，５２３円 １，２１８，６４１円 １４，１０６．２円 鹿児島県 １，１９６，３７６円 １，２４３，７４２円 ３８，６２９．４円
静岡県 １，１４５，４７３円 １，２２２，４６５円 ６５，２９２．８円 沖縄県 １，１１９，００７円 １，１６６，１９４円 ３８，４６８．３円
新潟県 １，２０５，６１３円 １，１７１，６６５円 － 二以上の

都道府県の区域 １，２６０，４６６円 １，２１２，１２８円 －
富山県 １，３７７，５１６円 １，２２８，２７５円 －

（表１）肉専用種の交付金単価（概算払）

※肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）は、肉用牛１頭当たりの標準的生産費と肉用牛１頭当たりの標準的販売
価格との差額に１００分の９０を乗じた額から４，０００円を控除した額

肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）の交付金単価

［令和元年10月分］
令和元年１０月に販売された交付対象牛に適用する畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律

第１８３号）第３条第１項に規定する交付金について、肉用牛肥育経営安定交付金交付要綱（平成
３０年１２月２６日付け３０農畜機第５２５１号）第４の６の（５）のオの規定および同（５）のカの規定に
より準用する同（１）から（４）までの規定に基づき標準的販売価格および標準的生産費ならび
に交付金単価を表１および表２の通り公表しました。
なお、当該交付対象牛に係る交付金の交付については、概算払いを行います。標準的生産費お

よび交付金単価の確定値については、令和２年２月上旬に公表する予定です。

肉用牛１頭当たりの標準的販売価格 肉用牛１頭当たりの標準的生産費 肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）※
交雑種 ７４２，２２９円 ７５９，１９７円 １１，２７１．２円
乳用種 ４５９，７６６円 ５１３，９０２円 ４４，７２２．４円

（表２）交雑種・乳用種の交付金単価（概算払）
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